
科 目 名 
看護管理論 

Nursing Administration 
科目区分 共 通 単 位 数 ２単位 

教 員 名 

白鳥さつき＊，山中真＊，佐藤ゆか＊，  

山本恵美子＊，久具純子＊＊，谷口純平＊＊， 

今西陽一郎＊＊，夛喜田惠子＊ 

＊：実務家教員  ＊＊：実務家 

必修・選択 選 択 

開講年次 第１学年 

開講学期 後学期 

科目概要 

 看護管理に必要な基本的知識と技術，看護管理学を支える周辺理論について学修し，看護マネジメ

ントに必要な分析的思考，概念化能力，対人関係能力を向上させる。演習による事例検討や事例分析，

グループディスカッションを通して組織の管理運営に積極的に参画できる姿勢やリーダーシップ能

力を養う。これらの知識を活用し，高度実践看護師として看護管理者と協力して質の高い看護サービ

スを提供するための知識と技術を修得する。 

目   標 

１ 高度実践看護師として取り組む看護の質向上のための管理・政策的働きかけの基盤となる諸理論

を学修する。 

２ 看護マネジメントに必要な保健・医療・福祉に携わる多職種や看護組織における調整・協力・管

理について学ぶ。 

３ 看護を取り巻く医療経済を理解し，看護への影響について理解し，説明できる。 

４ 看護サービスの質を高めるための組織分析と変革へのアプローチ，医療安全管理の重要性につい

て理解する。 

内   容 

１ R5.10.5(木) 

6.7【Zoom】 
組織論 

看護管理論オリエンテーションと課題の提示 

看護管理の歴史と組織における看護の位置づけの変化 

組織構造と組織行動  白鳥さつき 

２ 組織の意思決定 組織倫理と倫理的意思決定【GW演習】 

３ 
R5.10.12(木) 

6【Zoom】 

リーダーシ

ップ理論 

リーダーシップ理論  

医療チームにおけるリーダーシップの実際(多職種連携
と看護におけるリーダーシップ，グループディスカッシ
ョンを含む。) 

白鳥さつき 

谷 口 純 平 

４ 
R5.10.19(木) 

6.7【Zoom】 

看護サービ

スの質と質

評価 

看護サービスの特徴，看護サービスの質と質評価  

ドナベディアンの３側面からの質評価【GW演習】       

課題 

看護管理者のスタッフ機能としての専門看護師の役割 白鳥さつき 

５ 
看護サービスの質評価  
組織分析(グループディスカッションを含む。) 

★組織分析結果は変革理論の演習に使用予定 

６ 
R5.10.26(木) 

6【Zoom】 
変革理論 

クルトレビンによる変革理論とフォースフィールド分

析【GW演習】 

(組織分析結果をもとに変革の企画とグループディスカ

ッション) 

白鳥さつき 

７ 
R5.10.25(水) 

6【対面】 看護サービ

スの質 

医療安全 

看護におけるリスクマネジメント 

医療コンフリクトマネジメント 
山本恵美子 

８ 
R5.11.2(木) 

6【対面】 

愛知医科大学病院における医療安全  

RCA分析【GW演習】(グループディスカッションを含

む。) 

久 具 純 子 

９ 
R5.10.21(土) 

9：30～12：40 

【ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱA】 

医療経済 

医療の生産性・医療経済，看護実践における経済性と評

価 

今西陽一郎 
10 

経営分析，収益とコスト管理 
病院経営の効率化，ヘルスケアシステムの管理の現状と

動向 

ワークショップ 

11 
R5.11.9(木) 

6【zoom】 

専門職と看

護 

組織マネジ

メント 

専門職の定義  

高度実践看護師の役割と機能，CNS，CN，NPの専門性と

活躍  
夛喜田惠子 

12 
R5.11.9(木) 

7【zoom】 
組織のストレスとコンサルテーション 佐 藤 ゆ か 

13 
R5.10.25(水) 

7【対面】 
看護情報学 看護情報学とは，IT化による情報管理と倫理的課題   山 中  真 

14 R5.11.20(月) 

6.7【Zoom】 
課題発表 

所属する組織の現状と高度実践看護師として取り組む

課題について発表し，ディスカッションする。                    

課題 

白鳥さつき 
15 

学修方法 

１ 授業形態は，講義と各自が課題について調べた結果をプレゼンテーションする形式をとる。 

２ 課題は十分文献検討を行い，根拠のあるデータを示すこと。 

３ 事前に資料を読み，問題意識をもって授業に臨むこと。 

４ １コマあたり，90分以上の事前・事後学修が必要になる。 

評価方法 
授業への積極的な参加を評価する。 

グループディスカッションへの参加度(10％)，課題の発表・発言(30％)，発表内容(30％)，レポート

内容(30％) 



教 科 書

・参考書 

１ 井部俊子監，勝原裕美子編：「看護管理学習テキスト第３版 第４巻 組織管理論」，日本看護協会

出版会，(2019/4)，3,740円(税込) 

２ 井部俊子監，秋山智弥編：「看護管理学習テキスト第３版 第２巻 看護サービスの質管理」，日本

看護協会出版会，(2019/4)，4,400円(税込) 

３ Journal of Nursing Management 2017，(Impact Factor: 1.905)  

４ スティーブン・P・ロビンス著，髙木晴夫訳：｢組織行動のマネジメント｣，ダイヤモンド社，

(2009/12)，3,080円(税込) 

その他，必要な図書や文献はオリエンテーションで紹介する。 

履修上の 

注 意 点 
初回オリエンテーション時に課題を提示するので，資料の印刷を含めて発表の準備をすること。 

グループ演習やディスカッションで検討する事例を準備すること。 

オフィスアワー 
山中  真：水曜日 16:30～18:00 看護学部棟２階 Ｎ252研究室 

山本恵美子：水曜日 16:10～17:40 看護学部棟３階 Ｎ351研究室 

※ 兼担・非常勤講師については別紙にて配布する。 

 


